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人権啓発シリーズ

～犯罪被害者等の人権～
【犯罪被害者やその家族にまで及ぶ深刻な問題】

　犯罪が起きると、被害にあった人にまでさまざまな人権

問題が起きることに気づいていますか。被害者やその家族

は、マスコミによる過剰な報道や心ないうわさ・中傷といっ

た二次的被害を受けることが多いのです。

　犯罪被害者の人たちが穏やかな生活をとり戻すまで、私

たちにできることは無理に励ますことではなく、気持ちに

寄り添い、あたたかく支援していくことです。

　今年は 181 名が新成人の仲間入りし、
新社会人として歩んで行きます。『体が資
本』という言葉があるように、健康に注意
しながら仕事や学業に励みましょう。また、

『国民年金』『選挙権』などが身近なものと
なります。手続きなどをお忘れなく！
　ご成人おめでとうございます！
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『181名が新成人の仲間入り！』
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